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令和 3 年度 安平町社会福祉協議会 

事 業 報 告 書 

 

１．令和 3年度事業活動の総括 

 令和３年度においては、「思いやりと、誰もが安心して暮らせる「福祉のまち」あびら」

のテーマのもと、下記の重点項目など、地域福祉の推進に取り組んで参りました。 

 

 また、新型コロナウィルス感染症の感染拡大が継続するなか、多くの事業で休止や延期

など、活動自粛を余儀なくされましたが、オンライン併用による地域ネットワーク会議の

開催やサロン活動、団体活動の再開支援など、感染対策に取り組みながら、コロナ禍でも

できる活動の推進に取り組んで参りました。 

 

 町内介護事業所の撤退に伴う訪問介護事業、移送事業の業務引継ぎについては、町の支

援を受けて追分支所を新たな拠点に移し、安定的なサービス提供ができるよう人員の定着

や体制整備に努めてまいりました。 

 

  重点項目  

（１）小地域ネットワーク機能の充実強化 

 今年度は、新型コロナの影響により、例年、農閑期に開催する農村地域での地域ミー

ティングを実施できない地区が多くありましたが、市街地での地域ミーティングについ

ては、概ね開催することができ、自治会町内会ごとに関係者の連携強化を図ることがで

きました。また、ときわ自治会の協力により、地域の高齢者のアンケート調査を実施し、

福祉協力員等が戸別に対象者を訪問して実態を把握するなど、地域の体制強化を推進し

て参りました。 

 

（２）訪問介護サービス提供体制の充実強化 

 訪問介護事業の特殊性に合わせた新たな雇用形態を構築するなど、人員体制の強化を

図りました。また、両事業所の業務の共通化を図るなど、業務の効率化に進めて参りま

した。職員研修については、コロナ禍により参加が困難となった外部研修に代わりイー

ラーニングによる研修を導入するなど、サービスの質の向上に取り組むと共に、感染症

予防のため、感染予防委員会を設置して感染マニュアルを整備するなど、感染症対策を

推進して参りました。 

 

（３）コロナ禍における住民主体の通いの場の支援 

 コロナ禍により活動が停滞したサロン活動などに対し、感染対策の情報提供を行うと

共に、活動再開に立ち会うなど、サロンスタッフに寄り添った支援を行い、活動再開の

後押しを行いました。また、活動が困難となった北進地区では、社協が主催し、住民が
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ボランティアとして協力する形でサロンを実施し、今後、再び住民主体で活動が実施で

きるようになるよう継続して支援して参ります。 

 

（４）ボランティアセンター登録制度の推進 

 ボランティアセンター公式ＬＩＮＥを開設し、社協だよりやホームページ、地域ミー

ティングなどで登録を呼びかけ、地域活動の紹介、ボランティアの募集などの情報提供

を実施しました。今後、ボランティア参加の調整ツールとして活用していけるようさら

に登録を呼びかけて参ります。 

 

（５）町内の介護従事者の育成 

 民間事業者と連携した介護職員初任者研修の開催を検討して参りましたが、感染状況

により開催継続が困難となる可能性があるため、開催を中止しました。 

 

 

２．法 人 本 部 

（１）法人運営事業 
 

１）社会福祉協議会の組織体制強化 
実践項目・目的 活動内容 

１．地域に根ざした組織体制の

確保 

 

①理事会執行体制の充実・強化 

・会議運営 

 6/30 第 1回理事会 理事 11名・監事 2名 
 ・令和 2 年度事業報告の承認について 
 ・令和 2 年度計算書類及び財産目録の承認について 
 ・評議員選任・解任委員の欠員補充にについて 

 ・評議員選任・解任委員の選任について 

 ・評議員候補者の選考について 

 ・理事及び監事候補者の選考について 

 ・経理規程の一部改正について 

 ・評議員会の開催について 
 
 7/16 第 2回理事会 理事 12名・監事 2名 
 ・会長及び副会長の選任について 
 

12/17 第 3回理事会 理事 10 名・監事 2名 
 ・歳末たすけあい事業配分単価及び対象者の決定について 

 ・評議員候補者の選考について 

 ・理事候補者の選考について 

 ・評議員会への提案について 

 ・職員就業規則の一部改正について 

 ・時間給職員就業規則の一部改正につい 

 ・日給職員就業規則の一部改正について 
 

 3/17 第 4回理事会 理事 11 名・監事 2名 
 ・社会福祉法人指導監査に係る改善措置について 

 ・令和３年度資金収支補正予算（第１号）について 

 ・介護職正規職員給与規程の一部改正について 

 ・時間給職員就業規則の一部改正について 

 ・定款の一部改正について 

 ・法人後見等事業実施要綱の制定について 

 ・令和４年度事業計画について 
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 ・令和４年度資金収支予算について 

 ・評議員会の開催について 

 

②評議員会の開催 
 7/16 第 1回評議員会 評議員 9名 
 ・令和 2 年度事業報告の承認について 

 ・令和 2 年度計算書類及び財産目録の承認について 

 ・理事の選任について 

 ・監事の選任について 
 
2/4 第 2回評議員会（決議省略） 
 ・理事の選任について（補充） 
 
3/29 第 3回評議員会 評議員 10名 
 ・令和３年度資金収支補正予算（第１号）について 

 ・社会福祉法人定款の一部改正について 

 ・令和４年度事業計画について 

 ・令和４年度資金収支予算について 

 

③評議員選任解任委員会 
7/12 第 1回委員会 委員 6名 
 ・評議員 16名を選任 
12/17 第 2回委員会（決議省略） 
 ・評議員 1名を選任（補充） 
 

④法人監査の実施 
（内部監査） 
 5/27 平成 2年度第 4四半期・決算監査 
 7/19 令和 3年度第 1四半期監査 
10/18 令和 3年度第 2四半期監査 
 1/17 令和 3年度第 3四半期監査 
 
⑤事務局体制の強化 

8/30～31 生活支援コーディネーター養成研修 1名 

11/2 全道社協職員研究協議会（オンライン）2名 
 

２．財政運営の強化 ①住民会員制度の充実 

・普通会費 2,433件 1,215,450円(前年 2,579件 1,289,100 円) 

・賛助会費  182件  261,500円(前年  173 件  197,000 円) 

・特別会費   60件  710,000円(前年    0 件     0 円) 

 
②基金・積立金の積立・活用 

財政安定化のため各基金・積立金の積立、活用をした。 

・法人運営基金 22,808,060円 ( 394 円の増) 

・福祉事業振興基金 32,298,914円 (1,885,292 円の増) 

・地域福祉推進積立金 4,833,148円 (380,000 円の減） 

・居宅介護事業安定化積立金（居宅介護事業の欄に記載） 

・居宅介護事業車両等購入積立金（    〃    ） 

 

③寄付金 

・福祉事業振興基金へ 55件 1,883,520円 
 
・物品 22件 

（点字広報・お米・オフィスソフト等） 
 

３．関係機関との連携 ・行政、自治会、町内会、民生委員児童委員との連携を密

にし、連絡調整 

・福祉団体への助成、協力 

・福祉施設との協力（行事への後援、ボランティア紹介等） 

・ＮＰＯ法人との連携 
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・町地域福祉総合検討推進会議への参加（役員 1名） 

・町要保護児童対策地域協議会への参加(役員 1名) 

・福)追分あけぼの会へ評議員派遣(職員 1名) 

・福)富門華会へ評議員派遣(職員 1名) 

・ふるさとおいわけ･華たば運営推進会議へ委員派遣（職員 1名） 

・早来陽光苑運営推進会議へ委員派遣（職員 1名） 

・一社)ＥＮＴＲＡＮＣＥへ役員派遣（職員 1名） 

 

４．広報活動の充実 

（共同募金助成事業） 

①社協だよりの発行 

 年 6回発行（4月･6月･8月･10月･12月･2月） 

②ホームページによる法人情報の開示 

 ・URL  http://www.abirashakyo.org/ 

③イベントでの啓発活動 

 7/31 道の駅イベント出店（社協・共募の啓発）  
５.共同募金会への協力 ○安平町共同募金委員会事業の推進 

・赤い羽根共同募金  10月 

・歳末たすけあい募金 12月 

 

６.会員の弔意 ・会員（住民）の不幸に際し供物等の贈呈 

 

 

（２）地域福祉事業 
 

１）たすけあいの町づくりの推進 
実践項目・目的 活動内容 

 

①生活支援体制整備事業の推

進 

（町委託） 

 

 

 

○実施体制 

・生活支援コーディネーターの配置 2名（兼務） 

 

○事業内容 

 小地域ネットワーク事業、住民主体の通いの場、ボラン

ティアセンター事業等と一体的に実施。 

 

○協議体の設置 

①地域ネットワーク会議 

 安平町全体の地域資源、地域課題等の情報の共有、基本

方針の統一等について協議することを目的に開催。 

期日 11月 16日 

場所 追分公民館 

参加者 91名（オンライン参加含む） 

テーマ 新型コロナウイルスからみんなを守る正しい知

識～withコロナ社会で出来る地域活動～ 

講演 「感染症予防の正しい知識～コロナ禍の暮らし方を

考える～」 北海道医療大石角鈴華 氏 

実践発表 「コロナ渦での住民活動」 

          苫小牧社協 千寺丸洋 氏 

 

②地域ミーティング 

 地域住民、関係機関との連携、情報の共有及び個別の地

域課題の協議等を目的に開催。 

※開催状況は別に記載 
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③地域の助け合い活動・交流活動のためのアンケート調査 

 ・ときわ自治会 47件（協力者 4名） 

 

 

②小地域ネットワーク事業の

推進 

（共同募金助成事業）  

 

・住民同士が助け合える地域の

仕組みづくりを推進する 

 

・ひとり暮らし高齢者の孤独死

など地域の課題を解決する 

・福祉協力員の委嘱 （30地区 96名） 

・小地域ネット交付金の交付 24自治会・町内会 
 
○地域ミーティングの実施 
・ 7/13 あかね自治会 9名 
・ 7/15 追分第三町内会 10名 
・ 7/27 青葉町内会 14名 
・ 7/28 しらかば自治会 10名 
・ 8/19  あけぼの自治会 10名 
・ 7/31 ときわ自治会 12名 
・ 8/28 北町自治会 11名 
・10/14 北進自治会 7名 
・10/22 追分第一町内会 10名 
・11/19 追分第四町内会 13名 
・11/26 安平第 1自治会 16名 
・11/30 追分第二町内会 8名 
・12/3 安平第 3自治会 8名 
・12/6 明春辺農事組合 16名 
・1/13 花園町内会 14名 
・1/17 遠浅自治会 17名 
・1/20 新栄第１自治会 10名 
・1/24 瑞穂自治会 5名 
 
（蔓延防止等のため未実施） 
 安平第 2自治会・緑丘・守田・東早来・さかえ・東遠浅・

富岡・若草・酪農・旭陽・美園・豊栄 
 
○要援護者名簿等の整備 
・自治会町内会ごとに名簿、地図、関係者名簿を整備 
 
○見守り情報連絡票の配布 

・認知症高齢者等に関する情報提供 
 
○救急医療情報キットの普及 

・利用者 534世帯 774名 
 
○鍵の預りサービス 

 ・利用者 20名 

 ・鍵の保管施設 グループホームふるさとおいわけ・グ

ループホーム安平の郷・グループホー

ムさかえ 

 ・協力事業所 安平町役場・在宅サッポロ・サックル

介護保険相談所・早来ケアプランセン

ター・消防・警察 
 
○追分あけぼの会「地域貢献プログラム」との連携 

 
 

③住民主体の通いの場の支援 

 

○ふまねっと運動の普及 

・実施地区 ときわ・さかえ・遠浅・北町 

 ※その他の地区では不定期に実施。 

※コロナ禍によりふまねっと交流会が休止 
 
○既存のサロン活動の支援 
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・通いの場ガイドブックの作成・配布 

・通いの場への訪問・取材し社協だよりに掲載 

・行事用遊具等の貸出 
 
○出張サロンの実施 

・北進サロン 6回 

 

○社協主催サロンの実施 

・介護予防塾 コロナ禍により休止 

 

○コミュニケーション麻雀の普及 

※コロナ禍により休止 

 
○行事用遊具の貸与 
・スロットボール 延べ貸出数 3台 
・室内用ボーリング   〃  3台 
・フロアカーリング   〃  3台 
・輪投げ   〃  9台 
・ストライクナイン   〃  4台 
・台風ドカン   〃  0台 
・思い出カルタ   〃  0台 
・百人一首   〃  0台 
・ビンゴゲーム   〃  2台 
・バスケットビンゴ   〃  2台 
・チャレンジサッカーゴール   〃  1台 
・ルーレットゴルフ   〃  1台 
・ふまねっと   〃  1台 
・シャッフルゴルフ   〃  0台 
・千本釣り   〃  5台 
・ポータブルスピーカー   〃  0台 
・プロジェクター   〃  0台 
・ラジカセ   〃  0台 
・ジャンボボーリング   〃  0台 
・ダルマ落とし   〃  0台 
・射的   〃  0台 
・早押しボタン   〃  1台 
 

 

２）福祉サービスの充実 
実践項目・目的 活動内容 

１．支援が必要な方へのサービ

スの実施 
 
①給食サービスの充実 

（共同募金助成事業）  

 

 
 
（早来地区） 

 ・実施回数 年間 19回 

（コロナウィルス予防のため R3年 5月～9月まで休止） 

  ※毎週水曜日（８月・祝日を除く）に実施 

 ・利用者 延べ 714名（1回当たり平均 38名） 

 ・給食ボランティア 25名 

 ・運転ボランティア 11名 
 
（追分地区） 

 ・実施回数 年間 14回 

（コロナウィルス予防のため R3年 5月～10月まで休止） 

 ・利用者 延べ 280名(1回当たり平均 20名) 

 ・給食ボランティア 21名 

 ・運転ボランティア 8名 
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②生活支援サービスの実施 ○生活支援サービス 

１）傾聴ボランティア 

 ・ボランティア 21名 

 ・個別傾聴 利用者 3名 延べ 29回 

 ・グループ傾聴 2施設（コロナウィルス予防のため休止） 

２）軽作業（草むしり・縫物） 2名 
 

③福祉団体の活動支援 

（共同募金助成事業）  

○福祉団体への助成 

・子ども会 

・更生保護女性会 

・母子会 

・手をつなぐ育成会 
 

④車両貸出事業 

（共同募金助成事業）  

○団体貸出（セレナ）（共同募金助成車両） 

・貸出件数 0件 
 
○個人貸出（車イス対応車） 

・貸出件数 ワゴンＲ 1件(早来ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ寄贈) 

      タント  3件 
 

⑤歳末たすけあい事業の実

施 

（共同募金助成事業）  

○歳末たすけあい見舞金の贈呈 

 時 期 12月 24日～31日 

 対 象 ・児童生徒(準要保護･ひとり親) 40世帯 73名 

     ・介護者 17名 

     ・人工透析患者 11名 

     ・その他（低所得世帯） 7世帯 

 協 力 地区担当民生委員により見舞金の贈呈 
 
○おせち料理配布 

 時 期 12月 30日 

 対 象 ひとり暮らし高齢者   2世帯 
 
○歳末たすけあい燃料費支給事業 

 時 期 12月 24日～31日 

 対 象 ・児童生徒（準要保護・ひとり親） 40世帯 

     ・その他 7世帯 

⑥物品貸与事業 ○各種福祉用具の貸与 
・車イス 延べ貸出数  
・ポータブルトイレ   〃 13台 
・シルバーカー   〃 0台 
・歩行器   〃 0台 
・歩行車   〃 18台 
・手すり   〃 15台 
・トイレの手すり   〃 1台 
・杖   〃 5台 
・シャワー椅子   〃 12台 
・入浴用手すり   〃 8台 
・浴槽台   〃 5台 
・入浴用滑り止めマット   〃 1台 
・バスボード   〃 1台 
・シャワーキャリー   〃 0台 
・助聴器   〃 33台 
・スロープ   〃 2台 
 

⑦介護従事者育成支援事業  コロナウィルス感染症予防のため実施見送り 

 

２．高齢者等の生きがいづくり 

 

①老人クラブ活動の支援 

 

○老人クラブ連合会事業の推進 

・老人クラブ連合会への活動費の助成 
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（共同募金助成事業）  

・単位クラブへの活動費の助成（８団体） 

・ 胆振東部老連研修  中止 

・10/5 パークゴルフ大会 36名 

・ 町老連研修旅行 中止 

・ 胆振地区ﾘｰﾀﾞｰ研修会 中止 

・ 町老連研修大会 中止 

・3/5 老人クラブ友愛訪問事業 252名 

・3/5 老連ＰＲ広報 全戸配布 
 

②高齢者生きがいづくり事

業の実施 

 

○安平町高齢者生き生き事業の実施 

・地区対抗高齢者スポーツ大会 

 10/13 安平柏寿会 23名 

 10/15 青葉会 27名 

 10/17 花若会 28名 

 10/27 早来かしわ会 32名 

 11/5 友の会 15名 

・高齢芸能発表会 中止 

  
 
○かしわ館の活用業務 

  福祉団体等 
 
○生きがいづくり活動への助成 

  陶芸サークル 
 

③ひとり暮らし高齢者交流

事業の実施 （休止）  

  

④おじいちゃんの料理教室

の実施 （休止） 

 

 

 

３）ボランティアセンターの活性化 
実践項目・目的 活動内容 

１．ボランティアセンターの運営 

①運営委員会の開催 

 

 

○委員会の開催 

・5/20 第 1回運営委員会（書面開催） 
  

②基本業務 

 

 

○登録の募集・受付 

○ニーズ調査 

○ボランティア活動保険の受付 

・加入者数  385名 （前年 448名） 

・事故件数    0件 （前年 0件） 
 
○他町村との連携 

 胆振地区ボランティア連絡協議会への加入 

 
 

２．ボランティア活動の支援  

①ボランティア団体の強化

育成 

 

○団体への助成 

・老人とともに歩む会 

・点訳赤十字奉仕団 

○各種団体への助言、協力 
 

②学童・生徒のボランティア

活動支援 

○町内各学校へ助成金を交付 

 ・安平小・早来小・遠浅小・追分中 

③ボランティア活動の推進 ○ボランティア活動助成金 
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 ・さくら会 

・学校図書ボランティア陽だまり 

  
④広報によるボランティア

の普及 
 

○社協だよりによるボランティア団体の紹介・募集 

 

○ボランティアガイドブックの配布 

 ・名称 「あびらんてぃあ」 

 ・Ａ５版４１ページ 
 

⑤ボランティア活動の相談、

調整 

 

○ボランティア活動の調整 
 
○福祉施設行事等へのボランティア活動の調整（中止） 

 

⑥ボランティアセンター公

式 LINEの運営 

 

○ボランティアセンター公式ＬＩＮＥを開設 

・住民活動の取材・広報 

・ボランティアの募集 
 

⑦活動場所の確保 ・かしわ館会議室をボランティアミーティングスペースと

して活用 

 

３．ボランティア活動の担い手

づくりの取り組み 

 

①ボランティアの裾野の拡

大  

ボランティア体験プログラム（休止） 

②ボランティア研修 

 

○全道研修の参加 

・ボランティア愛ランド北海道 中止 

○管内件数の参加 

・胆振地区ボランティアリーダー研修 中止 

○町内研修の実施 中止 

 

③傾聴ボランティア養成研修 

 

中止 

④給食ボランティア・運転ボ

ランティアの育成 

 

・給食・運転ボランティア連絡会議（中止） 

４．防災体制の整備  

①災害ボランティアセンタ

ー運営体制の整備 

・9/1、9/13災害ボランティアセンター設置訓練 

・災害ボランティアセンター運営マニュアルの点検 

・災害用ホームページの整備 

 

②連携体制の構築 ・10/19釧路地区社協事務局長会議への講師派遣 

・胆振東部地震災害支援者情報共有会議の出席 

・12/15 胆振災害ボランティア組織連携会議の出席 
   

 

４）地域活動（コミュニティ活動）の推進 
実践項目・目的 活動内容 

①地域の環境美化運動 

 

（追分地区） 

○花いっぱい運動の推進 

・助成金の交付 

・花いっぱい運動実行委員会（書面開催） 

・5/22 フラワーデー実施 
 

②コミュニティ運動の推進 

 

①追分地区町内会連合会事業の推進 

・町内会連合会総会（書面開催） 
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・町内会連合会パークゴルフ大会名（中止） 
 
②リサイクル運動 

・リングプルの回収  65件 105kg 

 

③住民交流活動の支援 ・イベント物品の貸出 

・大判プリンターの活用 

 

 

５）心配ごと相談所機能の強化とサービス利用者の権利擁護 
実践項目・目的 活動内容 

１．心配ごと相談所機能の充実 

 

①相談者の利便性向上の取

り組み 

 

 

 

・相談件数 生活費の相談  94件 

      その他の相談 16件 

・家計相談支援 9件 

・アウトリーチ活動 36件 

・生活就労サポートセンターいぶりとの連携 
 

②生活福祉資金の利用促進

（道社協委託） 

 

・社協だよりによる広報 

・3月末借受人 

 教育支援資金 5件 

 福祉資金 3件 

 離職者支援資金 2件 

 緊急小口資金 46件（うちコロナ特例 20件） 

 コロナ特例総合支援資金 12件 
 

２．福祉サービス利用者の権利

擁護 

 

①日常生活自立支援事業の

利用促進 

  （道社協委託事業） 

 

 

 

・自立支援専門員 2名（兼務） 

・生活支援員   2名登録（1名稼働） 

・利用者数    2名 

 

②法人後見実施体制の整備 ・法人後見の実施に向けた調査研究 

 

 

 

（３）たすけあい金庫貸付事業 
 

実践項目・目的 活動内容 

①たすけあい金庫の利用促

進 

 

・低所得者へ生活資金の貸付を実施 

  12件 345,000円 

 

・3/31現在貸付残高 31件 847,000円 
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３．ホームヘルパーセンター 

（１）訪問介護事業 
 

実践項目・目的 活動内容 

１．運営体制 

①事業者指定の状況 

 

 
（事業所名：安平町社協ホームヘルパーセンター） 
・介護保険法 訪問介護 
 1号訪問サービス（総合事業） 
・障害者総合支援法 居宅介護 
・生活保護法 指定介護機関 
 

②運営状況 ・通常の実施地域 安平町 
・運営日時    年中無休 
         午前 8時 30分～午後 5時 15分 
 

③職員体制 管理者（兼務）        １名 
訪問介護員     前年度末 ９名 
          採用   １名 
          退職   ０名 
          ３月末 １０名 
 
○月別訪問介護員人数 

 
常勤 非常勤 

合計 
介福士 初任者 介福士 初任者 

4 月 2 名  5 名 3 名 10 名 

5 月 2 名  5 名 3 名 10 名 

6 月 2 名  5 名 3 名 10 名 

7 月 2 名  5 名 3 名 10 名 

8 月 2 名  5 名 3 名 10 名 

9 月 2 名  5 名 3 名 10 名 

10 月 2 名  5 名 3 名 10 名 

11 月 2 名  5 名 3 名 10 名 

12 月 2 名  5 名 3 名 10 名 

1 月 2 名  5 名 3 名 10 名 

2 月 2 名  5 名 3 名 10 名 

3 月 2 名  5 名 3 名 10 名 

月平均 2 名  5 名 3 名 10 名 
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２．サービス提供状況 

①訪問介護(介護保険) 

 

 
 要介護に認定された利用者へ訪問介護サービスを提供。 

１）介護度別利用者延べ人数 

介護度 R2 年度 R3 年度 対比 

要介護１ 142 名 132 名 △7% 

要介護２ 106 名 126 名 19% 

要介護３ 14 名 17 名 21% 

要介護４ 2 名 14 名 600% 

要介護５ 16 名 21 名 31% 

合計 280 名 310 名 11% 

 

２）月別利用者数 

 R2 年度 R3 年度 対比 

4 月 24 名 24 名 0% 

5 月 25 名 25 名 0% 

6 月 25 名 25 名 0% 

7 月 27 名 27 名 0% 

8 月 25 名 25 名 0% 

9 月 23 名 25 名 9% 

10 月 21 名 26 名 24% 

11 月 20 名 26 名 30% 

12 月 22 名 25 名 14% 

1 月 22 名 26 名 18% 

2 月 23 名 27 名 17% 

3 月 23 名 29 名 26% 

合計 280 名 310 名 11% 

 

３）月別利用時間数 

 R2 年度 R3 年度 対比 

4 月 262 時間 398 時間 52% 

5 月 302 時間 396 時間 31% 

6 月 374 時間 362 時間 △3% 

7 月 368 時間 388 時間 5% 

8 月 331 時間 389 時間 18% 

9 月 336 時間 397 時間 18% 

10 月 323 時間 395 時間 22% 

11 月 309 時間 402 時間 30% 

12 月 323 時間 388 時間 20% 

1 月 346 時間 406 時間 17% 

2 月 357 時間 379 時間 6% 

3 月 407 時間 446 時間 10% 

合計 4,038 時間 4,746 時間 18% 
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②１号訪問サービス(総合事

業) 

 

 要支援等に認定された利用者へ訪問介護サービスを提
供。 

１）介護度別利用者延べ人数 

介護度 R2 年度 R3 年度 対比 

事業対象者 0 名 0 名 - 

要支援１ 111 名 145 名 31% 

要支援２ 103 名 125 名 21% 

合計 214 名 270 名 26% 

 

２）月別利用者数 

 R2 年度 R3 年度 対比 

４月 14 名 20 名 43% 

5 月 15 名 22 名 47% 

6 月 16 名 22 名 38% 

7 月 17 名 23 名 35% 

8 月 17 名 21 名 24% 

9 月 18 名 21 名 17% 

10 月 20 名 24 名 20% 

11 月 20 名 25 名 25% 

12 月 19 名 25 名 32% 

1 月 19 名 23 名 21% 

2 月 19 名 23 名 21% 

3 月 20 名 21 名 5% 

合計 214 名 270 名 26% 

 

３）月別利用時間数 

 R2 年度 R3 年度 対比 

４月 88 時間 121 時間 38% 

5 月 87 時間 131 時間 51% 

6 月 94 時間 147 時間 56% 

7 月 99 時間 126 時間 27% 

8 月 96 時間 127 時間 32% 

9 月 111 時間 127 時間 14% 

10 月 122 時間 133 時間 9% 

11 月 111 時間 152 時間 37% 

12 月 103 時間 156 時間 51% 

1 月 99 時間 134 時間 35% 

2 月 92 時間 139 時間 51% 

3 月 119 時間 138 時間 16% 

合計 1,221 時間 1,631 時間 34% 
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③障がい福祉サービス 

 

 

 障がい福祉サービス支給決定された利用者へ居宅介護
サービスを提供。 
 

１）障がい別利用者延べ人数 

介護度 R2 年度 R3 年度 対比 

身体障害 0 名 0 名 - 

知的障害 24 名 24 名 0% 

精神障害 12 名 2 名 △83% 

障害児 0 名 0 名 - 

合計 36 名 26 名 △28% 

 

２）月別利用者数 

月 R2 年度 R3 年度 対比 

４月 3 名 3 名 0% 

5 月 3 名 3 名 0% 

6 月 3 名 2 名 △33% 

7 月 3 名 2 名 △33% 

8 月 3 名 2 名 △33% 

9 月 3 名 2 名 △33% 

10 月 3 名 2 名 △33% 

11 月 3 名 2 名 △33% 

12 月 3 名 2 名 △33% 

1 月 3 名 2 名 △33% 

2 月 3 名 2 名 △33% 

3 月 3 名 2 名 △33% 

合計 36 名 26 名 △28% 

 

３）月別利用時間数 

月 R2 年度 R3 年度 対比 

４月 40 時間 41 時間 2% 

5 月 40 時間 18 時間 △55% 

6 月 43 時間 19 時間 △56% 

7 月 41 時間 21 時間 △49% 

8 月 35 時間 18 時間 △49% 

9 月 41 時間 20 時間 △51% 

10 月 43 時間 20 時間 △53% 

11 月 39 時間 19 時間 △51% 

12 月 42 時間 18 時間 △57% 

1 月 38 時間 16 時間 △58% 

2 月 36 時間 15 時間 △58% 

3 月 36 時間 19 時間 △47% 

合計 474 時間 244 時間 △49% 
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３．サービス管理体制の整備 ・感染予防委員会 4回 
・虐待防止委員会 1回 
・運営基準自己点検の実施 
 

４．感染症予防対策の強化 ・予防衣、フェイスシールド等資材の整備 
・インフルエンザ予防接種 
・消毒用アルコール等の携帯 
 

５．訪問介護員の質の向上の取

り組み 

 
 

①外部研修への参加 

 

②職場内研修の実施 

・3/1 認知症介護基礎研修 1名 
 
・新任職員研修 1名 
 
・内部研修 
 10/25 救急対応について 安平消防 
 
・定例研修  
 4/20 訪問介護で対応できるサービス内容 
 5/17 感染予防について 
 6/22 食中毒予防について 
 7/19 記録作成のポイント 
 8/26 サービス自己評価 
 9/27 認知症について 
10/18 虐待防止について 
11/22 考え方のクセを知る 
12/20 高齢者の身体を知る 
 1/24 あいまいゾーンの対応を考える 
 2/25 移乗介助の練習 
 3/28 接遇について 
 
・ｅラーニングの実施 
 各職員年 2回受講 
 

③資格取得の促進 （職員の資格取得状況） 
○介護従事者の資格（3/31現在実人数 10名） 
 ・介護福祉士  7名、初任者研修  3名 
○介護支援専門員 3名 
 

６．サービスの質の向上の取り

組み 

 
 

①サービス評価の取り組み ・職員全員により自己評価を実施 

②苦情対応体制の充実 ・苦情受付窓口の設置 
・第三者委員の設置（２名委嘱） 
 

７．財政運営の安定化 

①居宅介護事業安定化積立

金 

 
・積立金残額 38,011,794円（4,500,000円の減） 

②居宅介護事業車両等購入

積立金 

・積立金残額 3,403,741円（増減なし） 
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４．追分ホームヘルパーセンター 

（１）訪問介護事業 
 

実践項目・目的 活動内容 

１．運営体制 

①事業者指定の状況 

 

 
（事業所名：安平町社協追分ホームヘルパーセンター） 
・介護保険法 訪問介護 
 1号訪問サービス（総合事業） 
・障害者総合支援法 居宅介護 
・生活保護法 指定介護機関 
 

②運営状況 ・通常の実施地域 安平町 
・運営日時    年中無休 
         午前 8時 30分～午後 5時 15分 
 

③職員体制 管理者（事務局長兼務）    １名 
訪問介護員     前年度末 ６名 
          採用   １名 
          退職   ０名 
          ３月末  ７名 
 
○月別訪問介護員人数 

 
常勤 非常勤 

合計 
介福士 初任者 介福士 初任者 

4 月 1 名  3 名 2 名 6 名 

5 月 1 名  3 名 2 名 6 名 

6 月 1 名  3 名 2 名 6 名 

7 月 1 名  3 名 3 名 7 名 

8 月 1 名  3 名 3 名 7 名 

9 月 1 名  3 名 3 名 7 名 

10 月 1 名  3 名 3 名 7 名 

11 月 1 名  3 名 3 名 7 名 

12 月 1 名  3 名 3 名 7 名 

1 月 1 名  3 名 3 名 7 名 

2 月 1 名  3 名 3 名 7 名 

3 月 1 名  3 名 3 名 7 名 

月平均 1 名  3 名 2.8 名 6.8 名 
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２．サービス提供状況 

①訪問介護(介護保険) 

 

 
 要介護に認定された利用者へ訪問介護サービスを提供。 

１）介護度別利用者延べ人数 

介護度 R2 年度 R3 年度 対比 

要介護１ - 200 名 - 

要介護２ - 92 名 - 

要介護３ - 10 名 - 

要介護４ - 6 名 - 

要介護５ - 0 名 - 

合計 - 308 名 - 

 

２）月別利用者数 

 R2 年度 R3 年度 対比 

4 月 - 27 名 - 

5 月 - 29 名 - 

6 月 - 29 名 - 

7 月 - 27 名 - 

8 月 - 25 名 - 

9 月 - 24 名 - 

10 月 - 25 名 - 

11 月 - 25 名 - 

12 月 - 24 名 - 

1 月 - 23 名 - 

2 月 - 26 名 - 

3 月 - 24 名 - 

合計 - 308 名 - 

 

３）月別利用時間数 

 R2 年度 R3 年度 対比 

4 月 - 261 時間 - 

5 月 - 281 時間 - 

6 月 - 294 時間 - 

7 月 - 300 時間 - 

8 月 - 289 時間 - 

9 月 - 282 時間 - 

10 月 - 266 時間 - 

11 月 - 242 時間 - 

12 月 - 243 時間 - 

1 月 - 261 時間 - 

2 月 - 307 時間 - 

3 月 - 360 時間 - 

合計 - 3,386 時間 - 
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②１号訪問サービス(総合事

業) 

 

 要支援等に認定された利用者へ訪問介護サービスを提
供。 

１）介護度別利用者延べ人数 

介護度 R2 年度 R3 年度 対比 

事業対象者 - 0 名 - 

要支援１ - 53 名 - 

要支援２ - 125 名 - 

合計 - 178 名 - 

 

２）月別利用者数 

 R2 年度 R3 年度 対比 

４月 - 15 名 - 

5 月 - 14 名 - 

6 月 - 14 名 - 

7 月 - 14 名 - 

8 月 - 16 名 - 

9 月 - 16 名 - 

10 月 - 14 名 - 

11 月 - 14 名 - 

12 月 - 15 名 - 

1 月 - 15 名 - 

2 月 - 14 名 - 

3 月 - 17 名 - 

合計 - 178 名 - 

 

３）月別利用時間数 

 R2 年度 R3 年度 対比 

４月 - 89 時間 - 

5 月 - 83 時間 - 

6 月 - 79 時間 - 

7 月 - 83 時間 - 

8 月 - 84 時間 - 

9 月 - 98 時間 - 

10 月 - 78 時間 - 

11 月 - 80 時間 - 

12 月 - 81 時間 - 

1 月 - 70 時間 - 

2 月 - 72 時間 - 

3 月 - 101 時間 - 

合計 - 998 時間 - 
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③障がい福祉サービス 

 

 

 障がい福祉サービス支給決定された利用者へ居宅介護
サービスを提供。 
 

１）障がい別利用者延べ人数 

介護度 R2 年度 R3 年度 対比 

身体障害 - 24 名 - 

知的障害 - 0 名 - 

精神障害 - 0 名 - 

障害児 - 0 名 - 

合計 - 24 名 - 

 

２）月別利用者数 

月 R2 年度 R3 年度 対比 

４月 - 2 名 - 

5 月 - 2 名 - 

6 月 - 2 名 - 

7 月 - 2 名 - 

8 月 - 2 名 - 

9 月 - 2 名 - 

10 月 - 2 名 - 

11 月 - 2 名 - 

12 月 - 2 名 - 

1 月 - 2 名 - 

2 月 - 2 名 - 

3 月 - 2 名 - 

合計 - 24 名 - 

 

３）月別利用時間数 

月 R2 年度 R3 年度 対比 

４月 - 67 時間 - 

5 月 - 68 時間 - 

6 月 - 67 時間 - 

7 月 - 67 時間 - 

8 月 - 67 時間 - 

9 月 - 66 時間 - 

10 月 - 66 時間 - 

11 月 - 66 時間 - 

12 月 - 69 時間 - 

1 月 - 66 時間 - 

2 月 - 61 時間 - 

3 月 - 68 時間 - 

合計 - 798 時間 - 
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３．サービス管理体制の整備 ・感染予防委員会 4回 
・虐待防止委員会 1回 
・運営基準自己点検の実施 
 

４．感染症予防対策の強化 ・予防衣、フェイスシールド等資材の整備 
・インフルエンザ予防接種 
・消毒用アルコール等の携帯 
 

５．訪問介護員の質の向上の取

り組み  

 
 

①外部研修への参加 

②職場内研修の実施 

・外部研修は参加見合わせ 
・新任職員研修 1名 
 
・内部研修 
 11/9 救急対応について 安平消防 
 
・定例研修  
 4/27 介護記録について 
 5/31 感染症予防について 
 6/22 食中毒予防について 
 7/27 接遇について 
 8/24 調理支援について 
 9/28 自己評価 
10/27 認知症について 
11/25 虐待防止について 
12/26 身体介護のポイント 
 1/25 自立支援を考える 
 2/24 介護予防・自立支援のかかわり方 
 3/23 記録について 
 
・ｅラーニングの実施 
 各職員年 2回受講 
 

③資格取得の促進 （職員の資格取得状況） 
○介護従事者の資格（3/31現在実人数 7名） 
 ・介護福祉士 4名、実務者研修 1名、初任者研修 2名 
 

６．サービスの質の向上の取り

組み 

 
 

①サービス評価の取り組み ・職員全員により自己評価を実施 

②苦情対応体制の充実 ・苦情受付窓口の設置 
・第三者委員の設置（２名委嘱） 
 

 

（２）移送事業 

実践項目 目的・活動内容 

①通院移送車運行事業の実

施（町委託） 

 

 公共交通機関等で通院が困難な透析患者等を町外の医

療機関へ移送し、通院を支援。 

  年間延べ 487名 

 

②外出支援サービスの実施

（町委託） 

 

 要介護者等の外出を支援するため、ヘルパー同行による

外出の支援。 

  年間延べ 833名 
 


